
来年度の取組みについて

構想の実現に向けた取組は、優先的に取り組む事業を決定した後、事業計画の策定や

事業者の選定など一定の期間が必要となる。（ミササガのＰ— の取り組みでは３年間）

その間においても、今後実施する取組を推進させるような事業や今できるソフト事業

を実施することで、「にぎわい」を創出するなど公園の魅力の向上を図っていく。

その取り組みについては、５つの公園すべてで実施することを目指す。また、事業を

実施する際には、規制緩和により事業者が実施費用をより集めやすくするような環境づ

くりを行うなどにより、継続して事業を実施できるよう目指していく。

【洲原公園】

① デイキャンプ場他の樹木間伐調査

（１） 目的

温水プールの裏側からキャンプ場付近及び南側遊歩道沿いの鬱蒼としている樹木を

間伐することで、暗く重たい印象や圧迫感が改善され、公園利用者が洲原公園の景観の

魅力を再発見するとともに、バーベキューエリアをはじめ公園施設のイメージを向上す

ることで、民間事業者の参入意欲を高める。

（２） 概要

＜現状調査＞

間伐するにあたって、現状を把握し、適正な間伐対象を検討する必要があるため、

まず令和６年度は樹木調査を実施し、間伐樹木を選抜する。

また、以下の項目を調査して、対象エリアの樹木をナンバリング、間伐予定樹木マ

ーキングを実施し、リスト化及びマップ化を行うことで、今後の樹木管理にも活用し

ていく。

調査項目

・樹種（クロマツ・ソメイヨシノなど樹木の種類）

・樹高（樹木の高さ）

・目通り（幹の太さ）

・樹勢（樹木の生長具合）

・被圧劣勢（他の樹木との共生具合）

（３） 場所

右図（調査区域Ⅰ・Ⅱ）

（４） 時期

調査時期は盛夏・落葉期をのぞいた時期が

望ましいため、５～７月頃実施。

＜予算なしで実施していくもの＞

② 愛知教育大学とのイベント実施

愛知教育大学が取り組んでいる「未来共創プラン」によるイベントを洲原公園で実

施することで、愛知教育大学と継続的な協力関係を構築し、学びの森エリアなどの利

活用につなげていく。

③ 指定管理者による 施設での物販販売

指定管理者が主事業として、利用者からの要望が多かったバーベキュー食材や網や

炭などの物品を販売することで、キャンプフィールドエリアの充実を図る。

資料６
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【岩ケ池公園】

① フォレストアドベンチャーモバイルの実施

（１）目的

今後の森と水の冒険エリアの利活用に向けて、構想に沿ったイベントを実施すること

で、市民の需要や連携企業の意向を把握するとともに賑わいの創出を図る。

（２） 概要

＜フォレストアドベンチャーモバイル＞

自然の立木をそのまま利用して、空中散歩や空中遊泳が楽しめるフランス生まれのア

ウトドアパークであるフォレストアドベンチャーの簡易版。

フォレストアドベンチャーと同様の専用ハーネスを着用し地上２メートルに設置さ

れたアクティビティを渡る移動式のアスレチック施設で、身長１１０ 以上であれば

どなたでも体験することが可能。

・利用定員 １人１０分程度で１日３００人程度

・利用料金 １，０００円／１回

（３） 場所

オアシスステージ

（４） 時期

４月頃の１か月間（他のイベントと被らないようにハイウェイオアシスと調整）

（５） 今後

株式会社ハイウェイオアシスが指定管理の自主事業として、極力予算をかけずに継続

的に実施していくことを目指す。
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【総合運動公園】

①① ススケートボードパパークイイベントの実施

（１） 目的

今後の＋（プラス）スポーツエリアの利活用に向けて、構想に沿ったイベントを実施

することで、市民の需要や連携企業の意向を把握するとともに賑わいの創出を図る。

（２） 概要

＜仮設パーク設置＞

規 模 ６６０㎡（２２ｍ×３０ｍ）バンクやレール等を１０か所程度配置

安 全 対 策 パーク外にボードが出ていかないように周囲にフェンスを設置

時 間 １０：００～２０：００（指定管理者であるエリアワンが施錠）

運 営 既存の公園管理事務所に受付を設置

＜イベントの実施＞

子供用のボードやレンタル品を用意して、初心者や親子などの体験教室の実施や、プ

ロボーダーを招待してデモンストレーションを行ってもらうようなイベントを実施す

ることで、スケートボードの魅力を身近に感じてもらう。

（３） 場所

第１駐車場の南側（駐車場約５０台分）

（４） 時期

令和６年６月からウィングアリーナがアジア大会に備えて改修に入るため、気候が良

い９・１０・１１月頃に２か月間実施。

（５）今後

継続して事業を実施していけるように、物品販売や協賛を募る等、収入を増やす工夫

を考えて、極力予算を抑える手法を検討していく。

受付（公園管理事務所）

＜＜パークイイメージ＞＞

スケートボードパーク
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【亀城公園】

① 土塁や城池周辺の樹木間伐調査

（１）目的

土塁全体や城池周り等の鬱蒼としている樹木を間伐することで、暗く重たい印象や圧

迫感が改善され、公園利用者が亀城公園の景観の魅力を再発見するとともに、今後の利

活用のイメージがしやすくなり、民間事業者の参入意欲を高める。

（２） 概要

洲原公園と同様

（３） 場所

右図（調査区域Ⅰ・Ⅱ）

（４） 時期

洲原公園と同様

② イベントボックスの実施

（１）目的

公園の来訪数を増やすこと、市民や事業者等のニーズ把握、公園づくりに取り組んで

いくプレイヤー探しを行うことで亀城公園の再整備に向けた機運の醸成を図る。

（２） 概要

亀城公園の芝生広場に、お試しで出店できる仮設コンテナを設置し、飲食の提供、雑

貨販売、マーケット等を開催（※地区を巻き込んだ催物を開催）

（３） 場所

右図

（４） 時期等

月～ 月 プロポーザルによる業者選定

月～ 月 仮設店舗設置準備

月 オープン

月～ 月 一般公募出店者による出店

月 仮設店舗撤去

＜イメージ＞
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＜イベントイメージ＞
③ ガーデンコンテスト

⑧ ミササガパークとの連携（街歩き ・共通サイン・ＤＩＴ）

【フローラルガーデンよさみ】

① 【刈谷市制７５周年】よさみフラワーショーの実施（令和７年度）

（１） 目的

ガーデンエリアや花の丘エリアの構想を実現するため、構想に沿ったイベントを実施

することで、市民の需要や連携企業の意向を把握するとともに賑わいの創出を図る。

（２） 概要

フローラルガーデンよさみの特色を最大限にいかしつつ、他の公園との差別化を図る

ため、花と緑にこだわったイベントを実施する。

（３） 時期

ミササガパークとの連携を図るため、ミササガパークで計画を進めている刈谷市制７

５周年事業（アイススケート等を検討中）と合わせて、よさみフラワーショーも７５周

年事業として令和７年４月に実施する。

（４）今後

継続して事業を実施していけるように、物品販売や協賛を募る等、収入を増やす工夫

を考えて、極力予算を抑えながら、ミササガパークと連携した実施を目指す。

① 花と緑のマーケット ④ 主催者展示ガーデン

⑦ スモールガーデン展示
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